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第8回全国障害者スポーツ大会リハーサル大会
　第8回全国障害者スポーツ大会が10月に県内で開かれるのを前に、地区予
選を兼ねたリハーサル大会が5月24日（土）・25日（日）の2日間、大分市、別府
市、佐伯市を会場に開催されました。陸上、水泳など13競技が行われ、九州各県
から約1,600人の選手が参加。国東市からは陸上競技、卓球、水泳、フライング
ディスクの各種目に13人が参加し、全国大会出場めざして熱い戦いが繰り広げ
られました。

九州石油ドームで入場行進をする国東市選手団

▲実施委員会のようす

▲

国東市戦没者追悼式

第58回 社会を明るくする運動にご協力ください

　平成20年度国東市戦没者合同追悼式が、6月6日（金）午前10時から、アストく
にさきアストホールで開催され、遺族や各種団体の関係者など約400人が参列し
ました。
　式では、参列者全員で黙とうを捧げた後、野田侃生市長が式辞。諸冨忠市議会
議長、渡辺和義県東部保健所地域福祉室長、小川忠徳県遺族会会長、都留美英
市遺族会会長が、尊い命を犠牲にして祖国を守った約2,200名の戦没者に対し
て追悼のことばを述べました。糸永光さん（武蔵町吉広）の追悼吟の後、代表者の
皆さんが献花。戦没者の冥福を祈るとともに平和への誓いを新たにしました。

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を
犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、また罪を犯した人や非行
をした少年の更生を促す場も地域社会にほかなりません。そして、その更
生を実効あるものとするためには、本人の意欲と併せ、本人を取り巻く地
域社会の理解と協力が不可欠です。
　6月20日（金）に開催された国東市実施委員会で、今年度の運動方針が
協議され、重点目標を「犯罪・非行の防止と更生の援助のため、地域住民
の理解と参加を求める」とし、「防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」を

統一標語に広報活動を中心とした、取り組みを行うことが決定されました。
　地域のみんなが連帯を深め、犯罪や非行をなくす活動を進めて、明るい地域づくりのためにご理解とご協力をお願
いします。

「心の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」募集

「心の輪を広げる体験作文」

7月は社会を明るくする
運動の強調月間です！
7月は社会を明るくする
運動の強調月間です！

「障害者週間のポスター」 

　障がいの有無にかかわらず、誰もが地域や職場・学校などで共に支え合って暮らす「共生社会」の実現
を目指して、障がいのある人とない人との心のふれあい体験を綴った「心の輪を広げる体験作文」と、障
がいのある人に対する国民の理解を広めるための「障害者週間のポスター」を募集します。

　出会い、ふれあい、心の輪
－障がいのある人とない人との心のふれあい体験を広げよう－

募集テーマ

募集テーマ

応募資格

応募資格

募集期間小学生及び中学生 ７月１日（火）～９月５日（金）

※詳細はお問い合わせください。

小学生以上

応募・問い合わせ 大分県福祉保健部障害福祉課 097－506－2723

障がいの有無にかかわらず誰もが能力を発揮して安全に安心して生活できる社会の実
現（高齢者や子育て中の人なども含め、皆が互いの違いを認め、支え合う社会について
描くことも可）最優秀賞に選定した作品１点を内閣府が作成する「障害者週間のポス
ター」の原画として使用します。

11 �008.7


